
 

 

  

  さあ後期のスタートです！   

             

 星槎中学高等学校校長  金 子   肇  

  

 後期がスタートしました。前期はコロナ禍で、いろいろな行事を中止せざるを得なかったり、オンラ

イン授業を取り入れざるを得なかったり、生徒たちは楽しい学校生活を送ることができない学期にな

ってしまいました。  

  

後期は、「緊急事態宣言」が解除され、１０月１日から登校を再開できると思っていたら、台風の接

近でオンラインによる始業式となってしまい、出端をくじかれたような学期の始まりになってしまい

ました。  

  

しかしながら、生徒たちは、１０月４日からは学校に登校でき、友達とも再会できるのを楽しみに

していると同時に、後期は「どんな学習ができるか」とか「宿泊行事はできるのか」そして 

「スキー実習は行かれるのか」など、学校生活に期待感をもっている生徒も多く見受けられます。  

  

 学校でも、新型コロナの感染状況を見極めながら、生徒たちが、健康安全で楽しく有意義な学校生活

が送れるようなプログラムを検討し、生徒たちの願いを最大限叶えてやりたいと考えています。  

  

そのためには、生徒と家庭そして学校が一丸となって、コロナ感染拡大を防止しなければなりませ

ん。これまで生徒たちは、新しい基本的生活習慣を徹底して守りコロナ感染を防いできました。そし

て、最終結果は集計できていませんが、推計でワクチン接種済の生徒と接種予約済の生徒が７０％以

上であることが確実な状況になっています。今後もコロナ感染防止に対するご家庭のご協力をよろし

くお願いいたします。  

  

後期は、コロナ禍にあっても、それぞれの生徒が、自分の目標に向かって、日々新たに、自分のペ

ースで頑張っていく姿を、学校、家庭が共に手を取り合って見守りたいと考えておりますので、ご協

力をよろしくお願いいたします。  

  

  

  

  

    
 



後 期 の 学 校 生 活 に つ い て  

  

暑さもだいぶやわらぎ過ごしやすくなってきました。  

たいへん遅くなりましたが、お子様に前期の『学習評価の記録』

をお渡ししております。ご確認をいただき、ご家庭でも様々な

振り返りをしていただければと思います。  

今年度も折り返しの後期がスタートしました。  

 

１０月４日から、一斉登校４０分授業が再開します。オンライン

での授業とは違い、通学やその準備の時間もありますので、今

一度、生活リズムを整えましょう。また、改めて日課表をお伝え

します。季節の変わり目でもあり、疲れが出ることもあるかと

思います。仲間とともに充実した学校生活を続けるためにも、

健康管理とソーシャルディスタンスの確保には十分気をつけて

ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

９月 ３０日（木）、全国生徒会研修が Zoom を活用したオンラインで実施されました。全国生徒会とはそ

の名を通り、全国の星槎の生徒会の仲間たちが所属する組織です。従来は宿泊研修という形で実施してい

ましたが、コロナウイルスの影響で前年度からオンラインでの開催になっています。  

 

 今年の全国生徒会のテーマは 「New Era」 。この言葉には 

「新しい時代」という意味があります。全国生徒会の力を結集して 

ICT を上手に使いながら、「新しい時代に新しい提案をする」ため

に必要となる心構えや現状、目標などを話し合いました。  

 本校の生徒会活動も、コロナウイルスの影響で満足いく活動はで

きていませんが、「今だからできること」を一生懸命考え、実践して

いけるよう活動していきます。  

 日課表（40 分授業）  

検温 

手洗い 8：50～9：15 

SHR  9：15～9：30 

1 限  9：35～10：15 

2 限  10：25～11：05 

3 限  11：15～11：55 

昼休み 11：55～12：35 

4 限  12：35～13：15 

5 限  13：25～14：05 

清掃  14：10～14：25 

SHR  14：30～14：40 

学期目標 

チェック  14：40～15：05 

完全下校  15：30 

 

１０ 月に入り、 ２ 週間は夏服と 冬服 の併用期間ですが、まもな 

く冬服 に移行し ます。冬季期間はブレザーを着用し、左襟に校 

章をつけます。ネクタイ・リボンも常時着用となります。寒くな 

り、セーター（Ｖネック）やカーディガン・学校指定のベストを使 

用する時には、ブレザーの下に着用して登下校してください。   

  

  
  



 
９月１７日(金)に、「若葉台戦争体験を語り継ぐ若葉の会」より４名の講師をお招きし、戦争体験講話を拝

聴しました。昨年度に続き対面での開催とはなりませんでしたが、講師の方は学校から講話をいただき、

生徒は家庭から Google Meet で参加しました。  

  

原爆投下翌日の広島市内の様子、黒塗りの教科書を使った授業、硫黄島の戦いなど、講師の方の実体験

をもとにしたお話をお聞きすることができました。  

 戦後７６年を迎え、語り部と呼ばれる方々の経験談を直接聞くことが年々困難になってきました。生徒た

ちも貴重な機会だということを理解し、熱心に耳を傾けている様子が画面から伝わってきました。その 

後の質疑応答でも挙手ボタンが次々と押され、講師の方々に時間を延長して答えていただくほどでした。  

  

生徒からは「私にとって貴重な時間」、「戦争に対しての見方や考え方にも変化があった」「戦争のことも

戦争体験講話によって以前より想像しやすくなった」「規模は違うが争うという点で、同じの揉め事などを

平和に解決できるように努力しようと思った」「一人一人が戦争をしないという意志を持って生きていくこ

とが大事なのではないかと思った」と感想が上がり、心に刻まれる時間となりました。  

  

  
日本の心と美の祭典 全日本きもの装いコンテスト 

  

  

  

１１月２１日（日）に、「日本の心と美の祭典     

の 地方予選にあたる 関東大会に 、 本校の生徒が出場することが決定   

しました。 この大会の 上位入賞者は 、来年４月に開催される世界 大会   

に進出することができます。   

 

毎週金曜日 に きもの教室の先生方をお 招き し、   

希望した生徒５名が 袴チームと振袖チームに分か   

れて、着付け についてその 基礎から学び 、 自分で   

着れるよう 練習を重ねています 。また、着物を持ち   

帰り 、 自宅での 練習にも励んでいます。 きもの教室   

の先生方 が驚くほどの上達ぶりで、本番への期待   

が高まります。日本の伝統の美着物を着て、さらに   

広がる世界を体験してほしいと思っています。   

  

  



 


